
© Mitsubishi Shipbuilding Co., Ltd.  All Rights Reserved.

液化CO2輸送船 標準化の取組状況

2025年6月19日
三菱造船(株)

第６回「船舶産業の変革実現のための検討会」
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これまでの全体経緯
2023年度 2024年度 2025年度

2023年5月
三菱造船/NSY
共同検討開始

2023年12月
三菱造船/NSY

/商事/物産MOU

2024年7月
7社*1による

共同検討開始

#1 #3#2 ガイドライン
JOGMEC LCO2船舶輸送
バリューチェーン共通化協議会

企業間連携
による検討

低圧標準船の
情報提供

輸送船仕様、
荷役設備仕様など

標準設計検討
継続中

W/G開催

*１︓三菱造船、NSY、今治造船、JMU、NYK、MOL、K-LINE。
*２︓三菱造船、NSY、三菱商事、三井物産、 NYK、MOL、K-LINE の7社連名による。

2025年1月
MILES

検討開始

2024年9月
低圧標準船の

AiP*2取得 (3頁参照)
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低圧標準LCO2船のAiP
 下記2船型の標準低圧LCO2船につき、

NKおよびABSからAiPを取得。
(2024年9月のGastechで授与式)

低圧50,000m3船

低圧23,000m3船

三菱造船、NSY、三菱商事、
三井物産、 NYK、MOL、
K-LINE の7社連名。
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今後の進め方

 METI資源エネルギー庁の”CCS 事業の支援措置に関するWG”では、国内パイプライン案
件を最優先として議論されており、船舶輸送前提のCCS事業立上り(運転開始)は2030
年より若干遅れる可能性が高い。

 ただし今後、CO2をマレーシアや豪州など海外で貯留するCCS事業に関し、大型外航
LCO2船の需要は確実に発生すると考えられるため、これに備えるべく関係各社と協力して
標準設計検討を進める。

 一方で海外貯留案件のうち、ハブ&クラスター構想を前提とするPJでは、CO2排出地点から
ハブまでの短距離輸送に適した小型内航LCO2船のニーズあり。

 小型内航船については今後、建造造船所や関連メーカーを含めた協業体制の構築を進め
たい。




